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X線分光撮像衛星XRISM (X-Ray Imaging and Spectroscopy Mission) に搭載されるResolveは、50 mKの極低
温で動作する 6×6のマイクロカロリメータと焦点距離 5.6 mの多重薄板X線望遠鏡から成り、日米欧で開発を進
めている。NASA担当のマイクロカロリメータ、断熱消磁冷凍機、制御エレキ、X線望遠鏡については 2017年
より FM製作を開始、センサ単体での評価では「ひとみ」と同等の性能が得られている。日本が担当する液体He
デュワについて、FMセンサの組み込み後の 2020年 3月に発生した液体ヘリウムのリークの対策を 2021年 6月
に完了した。8月に筑波宇宙センターに DWR を移動してセンサ性能を確認し、10月より Resolve の FM 機器
(XMA 以外) を組み合わせた試験を進めている。この講演では Resolveの開発の現状を報告する。


